
作成日 2019/1/23

議 事 録

会議名 2019 年度 世界拳法会連盟・Japan／IKKO・Japan 総会

日 時 2019/1/13 13:30～16:00

場 所 浜松市可美総合センター 会議室

出席者 大橋先生、浅井先生、近田先生、山本先生、小澤先生、西村先生、西村静流、高見（記録）

議長に浅井隆夫八段を選出し議事録署名人に小澤早幸六段を選出し議事に入り以下事項

が事務局（西村環五段）より説明され議事に入った。

■議題内容

０．開催挨拶

１．事業報告・事業計画（案）

２．収支決算報告

３．予算案

４．IKKO 委員会の活用 選手の育成・強化と拡大＝会員の確保、「問題点は何か」

５．ランキング選手（シード選手）2019 年世界選手権の日本代表シード選手と開拓

６．生涯武道と健康寿命の促進

７．その他

■１．事業報告・事業計画

【事業報告】・・・・承認

2017 年

11 月 昇段昇級審査

12 月 武徳杯ならびに東海地区優勝大会（可美総合センター）

    稽古収め式（可美総合センター）

2018 年

1 月 稽古始め式（可美総合センター）

2 月 IKKOJapan 会議 （可美総合センター）

3 月 2018 朝倉杯ならびに東海地区優勝大会 （可美総合センター）

4 月 前期武道研究会 （神穂道場）

6 月 昇段試験

7 月 武道・徳育強化合宿 7/7～7/8

8 月 第 43 回東海地区拳法選手権大会 （新橋体育センター）

9 月 武道・徳育研修合宿 9/8～9/9

その他 社団法人障害者武道協会事業 静岡県日豪ニュージランド協会事業

     特定非営利活動法人 静岡県 CC 緑化協会事業

【その他事務局より】

・大会名について、従前は「朝倉杯」「武徳杯」のみであったが、「東海地区大会」以上であれば

内申情報として記載ができるため、開催時の名称には東海地区大会以上として設定するよう留

意すること。

→学校外活動については評価されていない実績が静岡県外ではあるが、浜松市内においては

学校内のクラブ活動と同様に評価する傾向があるため、名称の工夫をしていく。また、近田孝夫

師範より拳法会活動の認知を学校教育委員会への働きかけが必要と提案された。

・知的障害者向けスペシャルオリンピックに注力する予定である。

・11/1 浜松で静岡県日豪 NW 協会総会を行う予定であるため協力をお願いしたい。

・CC 緑化協会、現在は NPO であるが、今後公益活動法人へ２ヵ年計画で変更の予定

大村先生委任状



【事業計画（案）】・・・・承認

2018 年

10～11 月 オセアニア・南アジア・ヨーロッパ指導員派遣

11 月 昇段昇級審査

12 月 武徳杯ならびに東海地区優勝大会（可美総合センター）

     稽古収め式（12/23 可美総合センター）

2019 年

1 月 稽古始め式（可美総合センター）

2 月 IKKOJapan 会議 （可美総合センター）

3 月 2019 朝倉杯ならびに東海地区優勝大会 （可美総合センター）

4 月 前期武道研究会

6 月 昇段試験

7 月 武道・徳育強化合宿 7/6～7/7

8 月 2019 世界拳法選手権大会 （可美総合センター）

9 月 武道・徳育研修合宿 9/7～9/8

その他 社団法人障害者武道協会事業 静岡県日豪ニュージランド協会事業

     特定非営利活動法人 静岡県 CC 緑化協会事業

     ○ニュージーランド遠征 12 月 or10 月 12 月案が濃厚

     ○豪パース 指導員派遣 支部設立 西村静流二段派遣

     ○全国日本ニュージランド協会全国大会 （11/1 金 ザザシティ浜松予定）

【その他】

・道徳教育となるよう、「武道・徳育研修合宿」という名称に変更

・武道・徳育研修会は、前期｛5/25(土) 17～21 時｝・後前期｛10/26(土) 17～21 時｝とする

開催場所：可美総合センター

■２．収支決算報告・・・・承認

【概要】

収入計 1,331,431 円

支出計  855,411 円

残高   475,990 円（＝繰越金）

【その他】

・会員の増となっている道場とそうでない道場の差が明確になっている。

→広告活動の不足

→少子高齢化に対する指導者の意識不足、他道場の勉強不足（他の道場から学んでいな

い）

→委員会専任担当の活性化が求められる。

■３．予算案・・・・承認

【概要】

収入計 1,685,990 円

支出計  840,000 円

残高   490,990 円（＝繰越金）

■４．IKKO 委員会の活用 選手の育成・強化と拡大＝会員の確保、「問題点は何か」

・IKKO 委員会の活性化のため、専任担当者を設ける・・・・承認

昇段審査 ：近田孝夫師範

大会開催 ：浅井隆夫師範



女子選手 ：小沢早幸師範

一般・中高：西村環師範・大村優師範

・IKKO 委員会専任担当者を含め利活用できるマニュアルの整備を行う

→昇段昇級審査の「人を伸ばす」目的を達成できるように

→練習時の用語、基本動作の順番の統一ができるように

・継続的な大会開催ができるよう、運営経費の確保に各委員は務める

・東海地区以外の各地区（名古屋・浜松）での大会を開くなど試合の活性化に務める

■５．ランキング選手（シード選手）2019 年世界選手権の日本代表シード選手と開拓

・原案に対し、各委員は想定選手名を記載し、小澤先生に提出・・・・承認

■６．生涯武道と健康寿命の促進・・・・承認

・会員生徒のため、健康寿命向上のための健康法を取り入れているか！

体幹トレーニング

ストレッチ

骨盤矯正トレーニング

適正運動量の稽古

   拳法会の優れている点を数字で明確・差別化

■７．その他・・・・承認

・今年度の世界大会参加国について確認

予定：ニュージーランド、インド、ネパール、スペイン、フランス、バスク

→ホームステイ先・宿泊先の検討が必要

以上

備考）                                                   文責 高見裕行 五段

議事録署名人  小澤早幸 六段 ㊞  


